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論　文審査　の　結果　の　要　旨
ポリアミンは低分子の正電荷を持つ脂肪族炭水化物の総称で、全ての生物に存在する成分である。
プトレシン、スペルミジン、スペルミン等のポリアミン類は、細胞分裂やＤＮＡ複製、ストレス応
答等、生体内の様々な生理現象に関与することが知られている。
また、上記3種のポリアミンは、エチレンと共通の物質Ｓ・ａｄｅｎｏｓｙｌ，ｍｅｔｈｉｏｎｉｎｅ（ＳＡＭ）を前駆物質
とするため、果実成熟や組織の老化などの生理面でエチレンとポリアミンの競合が指摘されてきた。
本研究はニホンナシ（伽びβ雌Ｎａｋａｉ）の開花期、果実生長期および果実成熟期において、
エチレンとポリアミンの動きを調べ、それらの関連性を明らかにするとともに、栽培現場への応用
の可否を検討する目的で行ったものである。
超教穿夢および安静とポリアミンとのノ野原
花粉を持たない雄性不稔品種‘新高’の満と、花粉を有する‘豊水’の前についてポリアミン含
量を比較したところ、特にスペルミン含量の差が大きいことが認められた。開花3日前、‘新高’の
南中のスペルミンは少なく、その後も増加しなかったのに対し‘豊水’では開花当日まで増加し続
けた。
一方、‘豊水’と‘長十郎’の成熟花粉を液体培地で発芽させ、経時的にポリアミン含量を調べた
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ところ、発芽の進行に伴い、両品種ともスペルミン含量が増加する傾向にあった。これらの事から、
花粉の発育にポリアミン、特にスペルミンが関係していると考えられた。
次に‘豊水’について人工授粉前にプトレシンを花叢に散布処理し、柱頭の受粉可能期間および受
精能力に及ぼす影響を調査した。その結果、プトレシンを花叢に散布することにより、明らかに柱
頭の受粉可能期間が長くなり、結実率が向上する事が認められた。これと合わせて行った1－ＭＣＰ（1一
メチルシクロプロペン）の受粉前散布処理でも柱頭の受精可能期間が長くなり、結実率が増加した。
プトレシン処理では柱頭のエチレン生成が抑制されることなく結実率が向上したことから、プトレ
シンは柱頭の老化抑制ではなく、花粉そのものの生理活性を高め、その結果、結実率を増加させて
いるものと考えられた。
男臭穿薪およ㈲冶げるポリアミンとエチレンの願
ニホンナシ果実の発育並びに成熟期におけるポリアミンとエチレンとの関係を明らかにするため、
成熟時のエチレン生成量が多い品種から少ない品種に至るまで7品種を選び、発育、成熟に伴う両成
分の変化を測定した。
成熟時のエチレン生成量が少～中の品種では、果実発育期におけるエチレン生成量も少なく、また、
成熟時に多量のエチレン生成を示す品種は、開花12～25日の幼来期に成熟時と同様の多量のエチ
′レン生成を示した。一方、ポリアミンについてみると、開花12日後の幼果期にエチレン生成量と負
（－）の相関関係があることが認められ（ｒ＝－0．81，Ｐ＜0．01）、エチレン生成量の多い品種の幼果で
はポリアミン含量は少なかった。
また、成熟期に収穫し、貯蔵した果実についてもポリアミン含量とエチレン生成量および
1－ａｍｉｎｏｃｙｃｒｏｐｌｏｐａｎｅ・1・Ｃａｒｂｏｘｙｌｉｃ ａｃｉｄ仏ＣＣ）含量との間に強い負の相関関係が認められた（ｒ＝－
0．94，Ｐ＜0．01）。
これらのことから、ポリアミンとＡＣＣの共通の基質であるＳＡＭが競合しあっている可能性が示
唆され、また、ポリアミンとエチレン生成量のバランスがニホンナシの果実成熟に大きくかかわって
いることが明らかにされた。
一方、プトレシン、スペルミジンおよびスペルミンの3種のポリアミンを収穫前の‘豊水’果実に
散布処理したところ、スペルミジンが収穫後の果実のエチレン生成を抑制することが認められた。ま
た、スペルミジンおよびプトレシン処理により、果肉の軟化が抑制された。このように収穫時にはポ
リアミンの種類ごとに異なった機能を果たしていることが明らかとなった。
以上のようにポリアミンはエチレン生成と密接に関わりあいながらニホンナシの開花結実、開花発
育および成熟に関係していることが明らかにされ、結実、果実発育および成熟における制御技術開発
の可能性を明らかにしたことから、博士（農学）の学位に借する研究成果であると認められた。
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